
別紙２

地域密着型サービス自己評価票（網掛け部分は外部評価も行う調査項目） ※取り組んでいきたい項目には｢1｣が入っています。

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

自己評価24項目・外部評価14項目 18

自己評価３項目・外部評価２項目 3

1
外
部
評
価
1

地理的な近隣関係だけでなく、家族や商店、保育
園、かかりつけ医など利用者をとりまくすべての
環境を地域と捉え、日々変容する認知症高齢者の
特性に根ざしあくまでもホーム内での穏やかな生
活の充実を第一優先としその延長として外部の
様々な環境を活用することに取り組んでいる。

1

ホーム内で作ったクラフト品の布ぞうりを保育園
のバザーに出品して好評を博しているがそれ以外
にも近くのショップで店頭においてもらうなど協
力の輪を広げていきたい。

2
外
部
評
価
2

「認知症を持ちながら生きている今この瞬間を大
切にする（生の尊厳）」、「生きる主体としての
現実の生を支える（自立の支援）」「鋭敏な感覚
で心身の変化を見逃さず、臨機応変に柔軟に対応
するために認知症とは何かの研究を深める（日々
の研鑽）」の３理念を常に念頭におき業務を行っ
ている。

1

生活能力の低下とともに次第に出来ることが少な
くなっているが、それでも何らかの形で共同生活
の中にその人の存在意義を見出すために方策をさ
ぐる必要があると考える。

3 認知症に対してまだ世間的に偏見や無理解が散見
される今日、町内の盆踊りを見に行ったり、保育
園と交流行事をもったりと高齢者の人権に配慮し
ながら地域の人々と触れ合う機会を作り出すよう
に努力している。

1

まだ認知症に対する理解不足やそれから来る偏見
のようなものが皆無とは居えない現状から、外に
出かけていくことも大事だが中でどのような生活
を送っているかをプライバシーに配慮しながら外
部関係者に伝えていく方法を研究すべきと考え
る。

自己評価３項目・外部評価１項目 2

4 コンビニや、スーパー、かかりつけ医院、保育
園、団地などできるだけ住民と挨拶を交わし認知
症に対して違和感を持たれないようにごく自然に
付き合えるようにしている。町内会子ども会の夏
休みラジオ体操には会場を貸すだけでなく利用者
も体調を見ながら見学参加を促している。８月に
は麻生福祉専門学校生のボランティア実習を受け
入れた

1

若い人、とくに学生や生徒たちが社会勉強のため
にグループホームというものに興味を抱いてボラ
ンティアなどの形で入ってくるような働きかけが
必要だろう。

5
外
部
評
価
3

奈多団地夏祭りには協賛団体として招待を受けて
おり、利用者が訪れた際には気軽に見学席に案内
していただいている。保育園には運動会、聖降誕
祭（クリスマス）に招かれる他に、バザーには利
用者手作りの布ぞうりを提供して出品していただ
いている。

1

地域への取り組みは徐々に成果を上げてきている
とはいえ、まだ十分とはいえない。今後はホーム
の行事に誘ったり、ボランティアを積極的に募っ
たりしてより地元に溶け込んだ施設を目指した
い。

Ⅰ
理
念
に
基
づ
く
運
営

項目

グループホームさつき

Ⅰ　理念に基づく運営　１～５(自己№1～24・外部№1～14)

○地域とのつきあい【外部評価・重点】
　事業所は孤立することなく地域の一員として、自治会、老人会、行
事等、地域活動に参加し、地元の人々と交流することに努めている

２
　
地
域
と
の
支
え
合
い

○家族や地域への理念の浸透
　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続けることを大切にした理念
を、家族や地域の人々に理解してもらえるよう取り組んでいる

１　理念の共有(自己№1～3・外部№1～2)

２　地域との支え合い(自己№4～6・外部№3)

１
理
念
の
共
有

○隣近所とのつきあい
　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声をかけ合ったり、気軽に立
ち寄ってもらえるような日常的なつきあいができるように努めている

○地域密着型サービスとしての理念【外部評価】
　地域の中でその人らしく暮らし続けることを支えていくサービスと
して、事業所独自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み【外部評価】
　管理者と職員は、理念を共有し理念の実践に向けて日々取り組んで
いる

1
社会福祉法人福岡市社会福祉協議会
介護サービス評価センターふくおか



別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

２
地
域
と
の

　
支
え
合
い

6 家族との話し合いの中で最優先課題として利用者
の健康、安らぎ、心地よさを実現することに全力
を上げ日々取り組んでいる。家族の現実感覚とし
て利用者を二の次にしてまでも地域に役立って欲
しいという要望は絶えてない。

0

自己評価５項目・外部評価４項目 5

7
外
部
評
価
4

地域との連携、業者間の交流には出来る範囲で取
り組んでいる。現行の外部評価制度には①全国で
唯一の機関がその基準作成の業務を独占してい
る、②内容に対する批判や提言を受付ける機能が
欠如している、③事業所を支援するという名目で
事業所を拘束している等多くの問題点が含まれて
いると考える。

1

多忙を極める日常業務の合間を縫って研修活動を
行うのは容易ではないが、個人の生涯学習の意味
でも地道に研鑽に励んでいきたい。

8
外
部
評
価
5

運営推進会議に代わるものとして、不特定の地域
住民や集まりと気軽に交流する、地域包括支援セ
ンターの職員と度々意見交換する等行い、その結
果を事業所運営に活かす様に努めている。 1

運営推進会議の意義をもう一度根本に立ち返り再
認識して「地域と共に歩むホーム」となるために
何をすべきか考えていきたい。

9
外
部
評
価
6

集団指導の席上で全事業者に対して福岡市担当職
員から「施設運営面で分かりきった質問が来ても
答えません」と切り捨てられた経緯があり行政側
の地域密着サービスに対する取り組みの真意を図
りかねている。事業者交流目的のミニコミ紙を作
成し市担当者へ送付しても何の反応もなかった。

1

ホームでの活動を地域センターや行政担当者に知
らしめるためもっと広報活動に力を入れていきた
い。

10
外
部
評
価
7

生活保護受給者の入居の際に、福祉制度について
レクチャーする機会があった。

1

より一層研修の機会を設けていきたい。

11 昨今新聞ニュースで紹介される虐待事件（北九州
市看護師爪はがし事件等）を他山の石として実情
について話し合っている。

1

より一層研修の機会を設けていきたい。

Ⅰ
理
念
に
基
づ
く
運
営

３
　
理
念
を
実
践
す
る
た
め
の
制
度
の
理
解
と
活
用

○権利擁護に関する制度の理解と活用【外部評価・追加】
　管理者や職員は、地域福祉権利擁護事業や成年後見制度について学
ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、必要な人にはそれ
らを活用できるよう支援している

○市町村との連携【外部評価・重点】
　事業所は、市町村担当者と運営推進会議以外にも行き来する機会を
つくり、市町村とともにサービスの質の向上に取り組んでいる

○評価の意義の理解と活用【外部評価・重点】
　運営者、管理者、職員は、自己評価及び外部評価を実施する意義を
理解し、評価を活かして具体的な改善に取り組んでいる

○運営推進会議を活かした取り組み【外部評価・重点】
　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組み状
況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービス向上に
活かしている

○虐待の防止の徹底
　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内で虐待が見過ごされることがないよう注意を
払い、防止に努めている

３　理念を実践するための制度の理解と活用(自己№7～11・外部№4～7)

○事業所の力を活かした地域貢献
　利用者への支援を基盤に、事業所職員の状況や力に応じて、地域の
高齢者等の暮らしに役立つことがないか話し合い、取り組んでいる

2
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番
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自己評価７項目・外部評価３項目 3

12 体験入居を経て本人・家族の納得の上、本契約を
交わす場合は、十分その内容を説明し、些細な不
安や疑問でも説明を尽くし理解を求めている。ま
た極力家族の経済的負担を軽減する目的から、高
額サービス費払い戻し制度や訪問診療負担金の支
援制度などを活用して経済面で家族を支援してい
る。

0

13 意思澄明な利用者からは常に意見や要望を聞き出
し、意思表出が困難な利用者はスタッフが想像力
を駆使し果たして現状に満足しているかを常に考
えサービスに反映するようにしている。「自立の
尊重」を損なわないようにあくまでも生きる主体
は利用者本人であるという認識から「自ら出来る
ことを奪わない」ことを最優先している。

0

14
外
部
評
価
8

毎月、個別の「生活状況月例報告書」の送付に
よって看・介護面の様子を詳細に説明し、家族と
のコミュニケーション手段の一つとしている。同
時に「さつきだより」は通算６２号を数え、ホー
ム行事、季節の模様、日々の様子を交えながら
「さつきアルバム」で利用者の暮らしの様子を写
真入りで伝えている。

1

「生活状況月例報告書」も「さつきだより（ホー
ム通信）」も一定の成果を上げてきているので、
今後は家族の声を積極的に紙面に取り上げるなど
より一層充実した内容になるよう取り組んでいき
たい。

15
外
部
評
価
9

前項の「生活状況月例報告書」の他に家族に対し
ては日常的にこまめに電話連絡、報告等をするこ
とで、利用者の介護計画を一貫したものとして実
行するために、ホームと家族と意思の疎通を図
り、家族からは面会や電話の際に気軽に要望や意
見を出してもらうように働きかけしている。

1

一堂に会しての家族会は個々の家庭の事情から事
実上困難なのでさらにきめ細かく個別に意見や要
望を聞き取り具体的にサービスに反映するように
努める。

16 月例の職員会議では個々の利用者のケース検討の
時間を設け、介護計画が実行できているか、実情
に即しているか、新たな検討事項はないか、など
職員間で自由に討議するようにしている。またそ
の場で決定、変更された介護方針は全員が認識を
共有し日常のサービス提供に反映するようにして
いる。

1

フランクに職員間で意見を言い合えるような雰囲
気作りは今後も必要と考える。

17 敬老祝賀の食事会等の特別行事の日には職員を２
倍配置し、利用者と家族に臨機応変に対応できる
よう配慮している。

0

Ⅰ
理
念
に
基
づ
く
運
営

４
　
理
念
を
実
践
す
る
た
め
の
体
制

○柔軟な対応に向けた勤務調整
　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟な対応ができるよう、必要
な時間帯に職員を確保するための話し合いや勤務の調整に努めている

○契約に関する説明と納得
　契約を結んだり解約をする際は、利用者や家族等の不安、疑問点を
尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映
　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職員ならびに外部者へ表せる
機会を設け、それらを運営に反映させている

○家族等への報告【外部評価・重点】
　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状態、金銭管理、職員の異動
等について、家族等に定期的及び個々にあわせた報告をしている

○運営に関する家族等意見の反映【外部評価・重点】
　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職員ならびに外部者へ表せる
機会を設け、それらを運営に反映させている

４　理念を実践するための体制(自己№12～18・外部№8～10)

○運営に関する職員意見の反映
　運営者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

3
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番
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取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)
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４
理
念
を
実
践
す

　
る
た
め
の
体
制

18
外
部
評
価
10

当事業所は極零細規模なので異動は事実上ない。
離職については職員本人の価値観を最大限尊重し
ている。

0

自己評価６項目・外部評価４項目 5

19
外
部
評
価
11

採用に当たっては性別や年齢等は一切その要件と
しない。個々の職員がその能力を十分に発揮でき
るよう支援するのが経営者の社会的使命と考え
る。 0

20
外
部
評
価
12

「人権弱者」とされる高齢者、とくに認知症者に
対しては、よほど支援者が意識して厳格な人権感
覚を身につけなければ結果的に利用者の人間性を
疎外することになりかねない。研修会には出来る
だけ参加している。

1

より一層研修の機会を設けていきたい。

21
外
部
評
価
13

一般介護職から介護福祉士、介護支援専門員とス
テップアップを遂げた職員がいるが、本人の努力
と支援体制の成果と自負する。一方で高度な専門
職としてわずか数名の利用者の介護計画を作成す
るだけが本人にとってやりがいのある仕事なの
か、グループホームにケアマネを義務付けた制度
にも疑問点が残る。

1

従来どおり一個の人間として職員の人生設計や自
己実現には会社として可能な限り支援していく考
えである。

22
外
部
評
価
14

認知症介護実践者研修の場で知り合った地域密着
サービスの事業所（グループホーム、デイサービ
ス、宅老所、ヘルパー事業所等）に呼びかけて交
流会を提案した。事業者交流目的のミニコミ紙を
作成し配布した。

1

同業他者はもっと交流があっていいと思うが日常
の繁務に取り紛れて疎かになっているようなの
で、意識してそのような環境づくりに取り組んで
いきたい。

23 サービスの提供者と受け手がごく稠密な関係で結
ばれるグループホームに固有の労働環境の特異性
に根ざして、そこで働く職員には通常以上の精神
的また肉体的ストレスが著明である。その負担を
軽減するためにはまず十分な休養（休日）を与
え、時間外は月１回の職員会議（２時間）のみと
している。

1

職員の心身のストレスの緩和のためにはスーパー
バイザー的な存在が必要であると痛感している。
今後の課題としてそのようなリスクマネジメント
にも取り組んでいきたい。

○人権教育・啓発活動【外部評価・追加】
　法人代表者及び管理者は、入居者に対する人権を尊重するため
に、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでいる

○職員の異動等による影響への配慮【外部評価】
　運営者は利用者が馴染みの管理者や職員による支援を受けられるよ
うに、異動や離職を必要最小限に抑える努力をし、代わる場合は、利
用者へのダメージを防ぐ配慮をしている

○人権の尊重【外部評価・追加】
　法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては性別や
年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしている。
　また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して生き生
きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分に保証されるよ
う配慮している

５　人材の育成と支援(自己№19～24・外部№11～14)

○職員を育てる取り組み【外部評価】
　運営者は、管理者や職員を段階に応じて育成するための計画をた
て、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○職員のストレス軽減に向けた取り組み
　運営者は、管理者や職員のストレスを軽減するための工夫や環境
づくりに取り組んでいる

○同業者との交流を通じた向上【外部評価】
　運営者は、管理者や職員が地域の同業者と交流する機会を持ち、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取り組みをしている

５
　
人
材
の
育
成
と
支
援

Ⅰ
理
念
に
基
づ
く
運
営
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別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

５
人
材
の
育
成

　
と
支
援

24 勤怠状況をはじめ研修状況、福祉に対する考え、
認知症に対する理解等、自己採点と他者による客
観的評価の双方から評定を行っている。

1

減点方式よりもむしろサービス向上のための様々
な提言を評価の対象としていきたい。

自己評価１０項目・外部評価２項目 9

自己評価４項目・外部評価１項目 4

25 認知症の、とくに初期にはまだ自意識が澄明で自
覚症状をもつまでに至っていないケースが多い。
「何で出来なくなったのか」「何で忘れてしまう
のか」と様々に自己を責め悩むのもこの時期であ
る。「何が不安なのか」「どのようにして欲しい
のか」を時間をかけて傾聴しながら訴えの背景に
あるものまで掘下げるようにしている。

1

利用者本人から傾聴することがややもすれば惰性
的になる嫌いがあるので、時間をかけて意識した
きめ細かい個人対応するよう心がけていきたい。

26 家庭介護に限界を覚えて相談する場合、病院から
次の居場所を指示されて来所する場合、様々な
ケースに共通していえることは「家族のぎりぎり
の思いを分って欲しい」ということに尽きる。と
くに種々の社会的資源に不案内な家族ほど袋小路
に迷い込んでいることが多いので、どのような手
立てがあるのかを共に考えるようにしている。

1

家族とは打ち解けるまでが時間を要するが、辛抱
強く時間をかけながら真の支援策が何なのか見出
す努力を重ねていきたい。

27 認知症の診断を目の前にした利用者と家族に大切
なことは「認知症を正しく認識すること」「決し
て過小に、また過大に考えないこと」である。こ
れまでの来歴に照らして今必要なこと、そのうち
今出来ることについて協力しながら取り組んで行
くように助言し、決して利用者と家族が孤立して
しまわないように支援している。

1

グループホームですべての問題が解決する訳では
ないので、他の社会資源を含めて広く支援のネッ
トワークを構築する視点を持ち続けたい。

28
外
部
評
価
15

本入居に先立って必ず数泊の体験入居を勧めてい
る。中の雰囲気を実際に経験することでグループ
ホームというものの生の姿を実感していただくと
ともに、他利用者やその家族の声にも接すること
も出来る。入居後の家族の面会や外出についても
家族と意見調整しながら利用者本人が可能な限り
納得して入居できるように取り組んでいる。

1

入居当所のいわゆる帰宅願望に対しては臨機応変
に接しているが、さらに認知症独特の精神症状と
その現れ方ついて柔軟に対応できるように様々に
対処方法を研究していきたい。

自己評価６項目・外部評価１項目 5

２
新
た
な
関
係
づ
く

り
と
こ
れ
ま
で
の
関

係
継
続
へ
の
支
援

29
外
部
評
価
16

まだ日常生活能力が部分的に残されているレベル
の方には、いっしょに生活する仲間としての職員
に対して往年の家事や子育て等について思い出話
しの中で披露できるような雰囲気作りを行ってい
る。布ぞうりを作るときは昔のわらでできたぞう
りの話など若い職員の子育ての話題のときは若い
頃の苦労話など話してもらっている。

1

声かけが特定の利用者に集中することのないよう
に、満遍なく気配りの出来るような職員サイドの
「心のゆとり」も必要と考える。

Ⅱ
　
安
心
と
信
頼
に
向
け
た
関
係
作
り
と
支
援

１
　
相
談
か
ら
利
用
に
至
る
ま
で
の
関
係
づ
く
り
と
そ
の
対
応

１　相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応
　　(自己№25～28・外部№15)

○向上心を持って働き続けるための取り組み
　運営者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、各
自が向上心を持って働けるように努めている

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係作りと支援　１～２(自己№25～34・外部№15～16)

○初期に築く本人との信頼関係
　相談から利用に至るまでに本人が困っていること、不安なこと、求
めていること等を本人自身からよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

○初期対応の見極めと支援
　相談を受けた時に、本人と家族が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係【外部評価】
　職員は、本人を介護される一方の立場におかず、一緒に過ごしなが
ら喜怒哀楽を共にし、本人から学んだり、支えあう関係を築いている

○馴染みながらのサービス利用【外部評価】
　本人が安心し、納得した上でサービスを利用するために、サービス
をいきなり開始するのではなく、職員や他の利用者、場の雰囲気に
徐々に馴染めるよう家族等と相談しながら工夫している

２　新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援
　　(自己評価№29～34・外部評価№16)

○初期に築く家族との信頼関係
　相談から利用に至るまでに家族等が困っていること、不安なこと、
求めていること等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努力をしてい
る

5
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別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

30 家族と真に打ち解け合わない間は建前で話される
ことが多く認知症と認めることさえ拒否されるこ
ともあるが、根気強く働きかけることで、家族な
らではの辛さ、無念さ、焦りなど本心を打ち明け
るようになる。互いの思いをぶつけ合いながら利
用者本人にとって最善となる支援の仕方を見つけ
るようにしている。

1

家族とは今以上に心を通い合わせて、いずれ来る
であろう最期の時には「精一杯尽くして上げられ
た」との思いを共有できるようになりたい。

31 様々な家族史の結果、要介護に至ったケースがほ
とんどなので、これまでどのような家族関係を営
んできたか、その結果いまどのような状況にある
かを極力詳細に把握し、「今この瞬間をいかに人
間らしく生きることが出来るか」という観点か
ら、残された人生をなるべく悔いのないように過
ごしていただくように努めている。

1

徐々に家族の顔も認識しづらくなっていく過程
で、最後まで心の深奥部で結ばれた親子の情愛を
支援できるように努力したい。

32 たとえ現在の新しい記憶が苦手でも過去の記憶が
鮮明にその姿をとどめている認知症特有の症状に
照らして、大切な思い出の中に今でもしっかり息
づいている人や場所、ものはことある毎に話題と
して触れアルバムを開いて唱歌を口ずさんたりす
ることで今でも確かな絆を保てるように取り組ん
でいる。

1

昔住んでいた思い出の場所に連れて行ってあげる
など、ホーム外での支援活動も考えられてよい。

33 利用者の個性を把握し集団の中で「居心地がい
い」と感じられるようにそれぞれのレベルに合わ
せた役割を演出するように心がけている。「食事
の手伝い、買物、洗濯物たたみ、モップかけ」
「ゲーム、歌、塗り絵、縫い物」「みんなの話し
声を聞いているうたた寝する」など。その中で互
いを意識し合う穏やかな関係を作り上げている。

1

利用者同士のコミュニケーション方法が限られて
いる中でも、「なんとなく分かり合えたような雰
囲気」を大切にしていきたい。

34 認知症が重篤化し精神科へ転院となったケースで
は、折をみて病院見舞いに訪れて様子を見たり家
族と情報交換する機会がある。

0

自己評価１７項目・外部評価６項目 13

自己評価３項目・外部評価１項目 3

１
一
人
ひ
と
り

　
の
把
握

35
外
部
評
価
17

入居時の聞き取り、その後の利用者本人との関わ
りの中で「このように過ごしたい」や「ここが気
がかり」という様々な思いを出来る限り掘り起こ
し日常生活の支援に活かすようにしている。言葉
による表現が難しい利用者に関しては表情や態度
によって判断し、本人に一番負担が少ない方法で
過ごせるように対応している。

1

ある程度入居から時間が過ぎると利用者対応がつ
い安逸に流れがちだが、あくまでも生活の主体は
本人であるという認識に立ち返りながら、今いち
ばん必要なことは何かを常に念頭に置くようにし
たい。

Ⅱ
　
安
心
と
信
頼
に
向
け
た
関
係
作
り
と
支
援

○思いや意向の把握【外部評価】
　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めている。困
難な場合は、本人本位に検討している

１　一人ひとりの把握(自己№35～37・外部№17)

２
　
新
た
な
関
係
づ
く
り
と
こ
れ
ま
で
の
関
係
継
続
へ
の
支
援

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント　１～４
　　　(自己№35～51・外部№17～22)

○利用者同士の関係の支援
　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同士が
関わり合い、支え合えるように努めている

○関係を断ち切らない取り組み
　サービス利用（契約）が終了しても、継続的な関わりを必要とする
利用者や家族には、関係を断ち切らないつきあいを大切にしている

○本人を共に支えあう家族との関係
　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、喜怒哀楽を共に
し、一緒に本人を支えていく関係を築いている

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援
　これまでの本人と家族との関係の理解に努め、より良い関係が築い
ていけるように支援している

○馴染みの人や場との関係継続の支援
　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切れ
ないよう、支援に努めている

6
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別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目
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(既に取り組んでいることも含む)

項目

36 青年期、結婚、子育てから、配偶者との死別や独
居を経てグループホームへの入居までは様々な人
生経験をたどってきている。在宅での暮らし、支
援者との関わり、社会的サービス利用の成果等を
調べて、グループホームという「人為的在宅生
活」になるべくスムーズに移行できるように物心
両面からのサポートをしている。

1

案外知られていない本人の人生の細かなエピソー
ドを職員間で共有することに努め、言葉かけの合
間合間にそれらを活かすようにしていきたい。

37 認知症に加えて、ほとんどの利用者が高齢者特有
の外科、内科的疾患を持つが、心身面の日内変動
を含めて日々の健康管理データをもとに、今の状
態に最も適した無理のない生活が出来るよう「静
養すべきときは静養する」「活動すべきときは活
動する」というように個人のペースを優先させて
個別に対応している。

1

それぞれの認知症の高度化に伴って共同生活が困
難になることも想定されるが「一緒に暮らす」と
いうことを広義にとらえ「あの人がいることがみ
んなの支えになっている」という場を作り上げる
努力も必要かと考える。

自己評価３項目・外部評価２項目 3

38
外
部
評
価
18

サービス提供の裏づけとなる「介護計画」は本
人、家族、ホームとの間で協議、調整、作成し更
新時には契約者家族に詳細に説明し了解していた
だいている。それ以外に家族には面会時に必要に
応じて随時近況報告を行い、家族からの要望を聞
いて臨機応変に介護計画に反映していくようにし
ている。

1

「介護計画」を表の顔とすれば、日常の接し方と
その成果を記録する「ケース記録」を裏の顔、も
しくはより一層現実に近い顔と捉え記録内容を詳
細に把握することできめ細かいサービス提供につ
なげていきたいと考える。

39
外
部
評
価
19

介護計画運用の間には急激に状態が変化すること
も十分あるので、そのような場合は本人や家族に
相談し、かかりつけ医師からの情報も交え、管理
者、計画作成者を中心に朝、夕のミーティング時
に職員で話し合い、新たな対応策を取るようにし
一定期間の後にその評価を行い、一連のサービス
体系の微調整に役立てている。

1

「介護計画」と聞くと大半の家族が身構えてしま
うが、面会時の雑談や電話での話で得られた家族
の生の声も広い意味での「介護計画への意見」と
考え、会議等で職員間で共有し臨機応変に計画の
運用に反映するようにしていきたい。

40 総合的な介護日誌（ホーム記録）に日々の全体の
様子と要観察者の要点を記録する以外に利用者個
人ごとに「ケース記録」を作成し、日勤帯、夜勤
帯に分けて詳細に行動、状態等の観察記録をつけ
ている。ケース記録は全職員が閲覧し意見交換や
サービス内容の変更、介護計画の見直し等につな
げている。

1

介護日誌、ケース記録の他に、入浴、排泄、食事
量なども記載するバイタル表なども十分に活用し
ながら、利用者本人を一人の生活者として全体的
に捉える観点を保持するようにしていきたい。

自己評価１項目・外部評価１項目 1

３
多
機
能
を
活
か

し
た
柔
軟
な
支
援

41
外
部
評
価
20

利用者個々のレベルに多種多様に応じる機能に関
しては活発で行動的な利用者には買物、散歩、ド
ライブ等、積極的に戸外活動を取り入れ、心身機
能の緩慢な利用者には激しい活動は無理強いせず
静養や休憩など、人の居る雰囲気の中での安らぎ
を提供している。

1

家族によっては活発な日常活動よりもとにかく
「目立って何もないが心配なく穏やかで静かな生
活」を望んでいるケースもあるので、一律に共同
生活と捉えるのでなく個別に根本で何を望んでい
るのかを掘り起こす努力をすべきと考える。

２
　
本
人
が
よ
り
良
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の

　
　
介
護
計
画
の
作
成
と
見
直
し

○個別の記録と実戦への反映
　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入
し、情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活かしている

○事業所の多機能性を活かした支援【外部評価】
　本人や家族の状況、その時々の要望に応じて、事業所の多機能性を
活かした柔軟な支援をしている

○暮らしの現状の把握
　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状を総合
的に把握するように努めている

○現状に即した介護計画の見直し【外部評価】
　介護計画の期間に応じて見直しを行うとともに、見直し以前に対応
できない変化が生じた場合は、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、現状に即した新たな計画を作成している

３　多機能を活かした柔軟な支援(自己№41・外部№20)

２　本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し
　　　(自己№38～40・外部№18～19)

１
　
一
人
ひ
と
り
の
把
握

○これまでの暮らしの把握
　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めている

Ⅲ
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

○チームでつくる利用者本位の介護計画【外部評価】
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本人、

家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディアを反映
した介護計画を作成している

7
社会福祉法人福岡市社会福祉協議会
介護サービス評価センターふくおか



別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

自己評価１０項目・外部評価２項目 6

42 近隣の保育園との交流では、園児たちの訪問時に
はお遊戯や歌の披露で心慰められるひと時をすご
し、クリスマス会への招待では乳幼児にじかに接
する機会を得て活気ある暮らしの一助になってい
る。ただし大半の利用者はホーム内での安定した
生活を送るのが最優先課題となっている。

1

今後は地域の「眼」がもっとグループホームへ向
くように様々な働きかけが必要になってくると考
える。

43 他の現制度のサービスを利用する予定は今のとこ
ろない。強いて言えば保険給付により高度認知症
者対象のデイサービス利用が可能であればと考え
る。 0

44 地域包括支援センターの活動がまだ緒に就いたば
かりで、当該担当者もまだ手探りの状況にある
今、事業所とセンターとの協同は今後将来にわ
たって作り上げていくものと考えられる。 1

今後の活動案としては地域包括支援センターが
ホームにおいて本人や家族に対してサービスの満
足度を聞き取りしたり、ホームからセンターでの
認知症介護の相談会に参加したりする方法がある
だろう。

45
外
部
評
価
21

毎月往診する近医と精神科専門病院をホームの主
な協力医療機関としているが、利用者の在宅のと
きからのかかりつけ医師があれば継続して情報交
換している。実際は緊急以外の受診や投薬はホー
ムが家族に代わり対応している関係から、前述の
協力医療機関を希望する家族が大半である。

1

46 前項の往診の近医が利用者の日常的な健康管理
を、また精神科外来が専門的な認知症の診断や治
療を、というようにレベルに合わせて担当わけを
している。ことに精神科の副院長が利用者の症状
をすべて把握していることから本人、家族、職員
の認知症に関する相談窓口となっている。

1

全職員が認知症の学習については継続的に取り組
んでいくべきと考える。

47 認知症対応の必要性から当ホームは開所以来介護
面だけでなく看護面での利用者サービスに取り組
んできた。管理者は常勤看護師で認知症看護に関
して２０年以上の経験があり、業務として日常健
康管理、特変時対応、家族への症状報告の他に職
員の看護面の教育や指導、その他多岐にわたって
ホームの健康管理と医療活用の中心的役割を担っ

る

1

職員間で看護知識の適正な涵養が必要と考える○看護職との協働
　利用者をよく知る看護職員あるいは地域の看護職と気軽に相談しな
がら、日常の健康管理や医療活用の支援をしている

４
　
本
人
が
よ
り
良
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
地
域
資
源
と
の
協
働

○地域資源との協働
本人の意向や必要性に応じて、民生委員やボランティア、警察、消

防、文化・教育機関等と協力しながら支援している

○地域包括支援センターとの協働
本人の意向や必要性に応じて、権利擁護や総合的かつ長期的なケア

マネジメント等について、地域包括支援センターと協働している

○かかりつけ医の受診支援【外部評価】
本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかかりつけ医と

事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

○他のサービスの活用支援
本人の意向や必要性に応じて、地域の他のケアマネージャーやサー

ビス事業者と話しあい、他のサービスを利用するための支援をしてい
る

○認知症の専門医等の受診支援
専門医等認知症に詳しい医師と関係を築きながら、職員が相談した

り、利用者が認知症に関する診断や治療を受けられるよう支援してい
る

４　本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働
　　　(自己№42～51・外部№21～22)

Ⅲ
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

48 入院時には看護添書を病院へ送付すると同時に先
方の医師、師長、医療相談員と詳細に情報交換を
行い急激な環境変化のダメージを最小限に留める
よう配慮している。ホームでの生活の再開を前提
に、早期退院を含めて事前にシュミレーションを
行い可能な限りスムーズに復帰できるように支援
している。

0

49
外
部
評
価
22

家族の要望によりこの３月ホーム内で最期まで看
取ったケースでは事前に職員間で対応の仕方を統
一していたが、転倒骨折や誤嚥誤飲の危険回避の
ため医療機関へ転院する場合もあり得る。医療器
具もない、併設の医療機関もない、医師も常駐し
ないグループホームにおいては専門医療機関に委
ねるのも賢明で現実的な手段だと考える。

1

今後終末期の対応は喫緊の課題として扱わなけれ
ばならなくなる。早急に具体的に取り組むべきと
考える。

50 「できること」は人間的尊厳に基づいて清潔で安
心できる生活を構築すること、「できないこと」
はそれ以上の終末期医療や見取りのための手厚い
サービス。現在かかりつけ医の往診の下、日常的
に健康管理を行い緊急時の連絡体制を取っている
が、「医療連携体制加算」は実質的に無価値であ
ると判断し今後も導入しない。

0

51 グループホームから在宅へというのはきわめて稀
なケースで、大半は精神科へ入院するかもしくは
内科的な療養に移るかの何れかである。その際に
も十分な看護情報の提供を行い本人、家族、医師
はもちろん、相談員やケアマネジャーを交えて生
活環境が円滑に移行できるように支援している。

0

自己評価３８項目・外部評価１１項目 19

自己評価３０項目・外部評価９項目 15

自己評価３項目・外部評価２項目 3

52
外
部
評
価
23

「認知症になっても感情や誇りは鮮明に残ってい
る」との認識から個人の尊厳とプライドの尊重を
第一に対応しているが、慇懃無礼にならないよう
に時には「おかあさん、お願いね」「じいちゃ
ん、元気？」等親しみを込めた呼びかけも交えな
がら接するようにしている。個人情報は厳重に管
理しプライバシーがみだりに外部に漏れないよう
にし る

1

利用者対応が決して自己満足に終わらないように
常に初心に立ち返ってみることが必要と考える。

53 本人の主観的世界に想像力を働かせてその思いや
希望を表出できるように促したり、レベルにあっ
た言葉をかけたりしているが決してぞんざいに扱
うのでなく人生の先輩として尊敬の念を忘れずに
接するようにしている。「頑固さ」「執着心」も
健全な精神活動の表れととらえ否定しないように
している。

1

回想法やバリデーション法など新しい方法にも取
り組んでいきたい。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
　本人が思いや希望を表せるように働きかけたり、わかる力に合わせ
た説明を行い、自分で決めたり納得しながら暮らせるように支援をし
ている

○重度化や終末期に向けた方針の共有【外部評価】
　重度化した場合や終末期のあり方について、できるだけ早い段階か
ら本人や家族等ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合い、全員で
方針を共有している

４
　
本
人
が
よ
り
良
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
地
域
資
源
と
の
協
働

○早期退院に向けた医療機関との協働
　利用者が入院した時に安心して過ごせるよう、また、できるだけ早
期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて連携している

(1)　一人ひとり尊重(自己№52～54・外部№23～24)

○プライバシーの確保の徹底【外部評価】
　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ねるような言葉かけや対応、
記録等の個人情報の取り扱いをしていない

○住み替え時の協働によるダメージの防止
　本人が自宅やグループホームから別の居所へ移り住む際、家族及び
本人に関わるケア関係者間で十分な話し合いや情報交換を行い、住み
替えによるダメージを防ぐことに努めている

○重度化や終末期に向けたチームでの支援
　重度や終末期の利用者が日々をより良く暮らせるために、事業所の
「できること・できないこと」を見極め、かかりつけ医等とともに
チームとしての支援に取り組んでいる。あるいは、今後の変化に備え
て検討や準備を行っている

Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　１～２
　　(自己№52～89・外部№23～33)

１　その人らしい暮らしの支援　(1)～(5)　(自己№52～81・外部№23～30)Ⅳ
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め

の
日
々
の
支
援

１
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
の
支
援

Ⅲ
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

54
外
部
評
価
24

少人数の利点を活かし、利用者の状態に合わせて
例えば昼食は手巻き寿司にするかサンドイッチに
するか、午後は外出するか静養するかなど臨機応
変に対応するようにしている。また一律に団体行
動するのでなく、散歩する人、昼寝する人という
ように好みの過ごし方が出来るように柔軟に対応
している。

1

今後益々利用者間のレベルの差が開いていくこと
が予想されるので柔軟な対応策が必要になると考
える。

自己評価６項目・外部評価２項目 2

55 週に少なくとも３回は入浴し（男性はひげそり
も）身綺麗さを保ち、季節に合った清潔な服を着
ることを基本に隔月の訪問理美容サービスで髪を
整え、外出時には好みで化粧したりしている。希
望があれば洋服や靴、日用品を買いにショッピン
グセンターまで遠出することもある。

0

56
外
部
評
価
25

栄養士の管理の下、バランスの取れた献立で美味
しく栄養ある食事を供している。嗜好やリクエス
トを聞きながら内容に反映するようにている。毎
月一日の赤飯、誕生会の祝い食、敬老の日の食事
会など特別食の他に、日常では、買物、下ごしら
え、配膳、後片付けなど出来る人には職員と一緒
になって手伝ってもらっている。

1

高齢者であるという思い込みで食事内容を限定す
るのでなく、ラーメンやピザ、回転すしなど流行
の物も進んで取り入れていきたい。

57 煙草は健康と防災の面から禁止しているが、酒の
好きな人は敬老会など祝いの席で一献上げること
もある。家族から特定のおやつや飲み物の要望が
あった場合は、ホーム管理にて個別に供してい
る。普段出かけることのない祭りの縁日では賽銭
を上げたり買い食いしたりする楽しみがもてるよ
う対応している。

0

58 日中は極力布パンツか、一部パッド使用程度にと
どめ、職員がこまめに観察し必要に応じて声かけ
や部分介助することで、意識の澄明な間は出来る
だけ普通に近いような排泄方法を維持している。
夜間は排泄のサイクルを把握しトイレ誘導または
パッド交換で柔軟に対応している。

1

羞恥心と直結した排泄の問題についてはさらに繊
細な思いやりの気持ちを持ち続けたい。

59
外
部
評
価
26

楽しみとしての入浴は週２～３回、平日午前中に
行い、清潔保持としての入浴は排泄の失敗にとも
なう汚染に対して昼間はもちろん、早朝深夜を問
わず即座にシャワー浴や下半身浴を行い常に清潔
で気持ちのよい身体状態を維持するようにしてい
る。無規律、無制限な入浴施行は健康維持の観点
からも問題が多すぎると考える。

0

Ⅳ
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
の
日
々
の
支
援

○本人の嗜好の支援
　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たばこ等、好みのものを一人ひ
とりの状況に合わせて日常的に楽しめるよう支援している

○身だしなみやおしゃれの支援
　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し理容･美容
は本人の望む店に行けるように努めている

１
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
の
支
援

(2)　その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援
　　　 (自己№55～60・外部№25～26)

○日々のその人らしい暮らし【外部評価】
　職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりのペース
を大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって支援し
ている

○気持ちよい排泄の支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、ー人ひとりの力や排泄のパ

ターン、習慣を活かして気持ちよく排泄できるよう支援している

○入浴を楽しむことができる支援【外部評価】
曜日や時間帯を職員の都合で決めてしまわずに、一人ひとりの希望

やタイミングに合わせて、入浴を楽しめるように支援している

○食事を楽しむことのできる支援【外部評価】
　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かしな
がら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

10
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別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

60 「人の雰囲気のする場所」の心地よさを求めてな
のか、日中居室にこもることは稀で、皆のいるリ
ビングルームに集うては体を休めたり転寝したり
して過ごすことが多い。夜間寝不足だったり体調
不良のときは居室での安静を勧めている。

0

自己評価６項目・外部評価２項目 2

61
外
部
評
価
27

客観的には認知症でも主観的世界ではれっきとし
た生活者で、厳格なプライドに支えられているの
が個人であるという認識から、興味（家事、趣
味、信仰など）や思い出（歌、アルバム、故郷な
ど）に働きかけている。般若心経を唱えたり、カ
ルタ遊びでことわざ遊びをしたりしている。

1

若い職員と高齢の利用者が楽しみを共有できるレ
クレーションを工夫していきたい。

62 神社を参拝するときは賽銭をあらかじめ預り金か
ら少額を出したり、個人用のティッシュを買うと
きは手持ちの小遣いから払ったりと出来るだけ在
宅時のような日常生活の場面でお金のやり取りを
体験できるように演出している。

0

63
外
部
評
価
28

急に買物や散歩、ドライブなどに出かけられるよ
うにあえて事前の計画は最小限に留めるようにし
ておき、気分次第ではドライブしたり近くを散歩
したりして気候の良い時分にはなるべく外の空気
に触れるように働きかけている。

0

64 外出や外食の希望にはなるべく添えるように状態
のレベルにあった「お出かけマップ」を事前にリ
ストアップしておき、周辺地理、トイレ、時間と
ルートなどに合わせて好みのところに行けるよう
に候補地を複数ストックしている。

0

65 家族からいつも電話やお見舞いをもらうだけでな
く、状況を見ながらときに電話や手紙のやり取り
をすることで家族との交流を維持するようにして
いる。 1

手紙のやり取りができる利用者が限定されている
が今後も取り組んでいきたい。電話はかえって家
族が迷惑する場合もあるので慎重に対応していき
たい。

１
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
の
支
援

Ⅳ
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
の
日
々
の
支
援

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援【外部評価】
　張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活歴
や力を活かした役割、楽しみごと、気晴らしの支援をしている

○電話や手紙の支援
　家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りができ
るように支援をしている

○お金の所持や使うことの支援
　職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひと
りの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援している

(3)　その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援
　　　(自己№61～66・外部№27～28)

○日常的な外出支援【外部評価】
　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援している

○安眠や休息の支援
　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、安心して気持ち
よく休息したり眠れるよう支援している

○普段行けない場所への外出支援
　一人ひとりが行ってみたい普段は行けないところに、個別あるいは
他の利用者や家族とともに出かけられる機会をつくり、支援している
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別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

66 月平均３０名以上の面会者があり、満遍なく家族
が尋ねてくれているのは利用者本人への何よりの
慰めとなっている。近くの肉親はもとより、遠方
からも帰省時に三世代での訪問もある。敬老祝賀
会には家族も招待し会食をともにしてもらってい
る。

0

自己評価８項目・外部評価２項目 5

67 身体拘束は法令上はもちろん道義的に許されない
ことで、モノによるもの、言葉によるもの、薬に
よるもの、いずれも拘束に当たるとの認識を徹底
している。拘束や抑制により作業効率的に処する
よりも、巡回をこまめにする、複数のスタッフが
当たる等、時間と手間をかけて対応するようにし
ている。

0

68
外
部
評
価
29

居室には元々錠がなく玄関は自由に出入りできる
ように日中施錠していない。面会者の来訪の他に
外出、買物、散歩等気ままに（職員付添いにて）
玄関から普通に出入りすることを大切にしてい
る。利用者が不穏になり、突発的にエスケープす
ることが予測される場合は一時的に内扉に施錠す
ることはある。

1

庭先で軽い作業（草むしり、水撒き等）したりお
茶を楽しんだりできるよう環境をより一層整備し
たい。

69 所在確認は常時徹底する業務の一つで、食堂リビ
ング、居室、浴室、トイレ他全てに眼を配り今ど
こに誰がいるかを全職員が把握し、転倒等異常発
生がないか注意している。とくに夫婦部屋に入室
する場合は必ずノックと声かけを欠かさず行い、
プライバシーに配慮するようにしている。

0

70 洗面所の顔用クリームをジュースと思って飲もう
とした利用者がいたのでクリーム類は上段の手の
届かない場所に上げるようにし、裁縫の針は開始
前後に必ず本数を確認するようにしている。家庭
生活には案外危険な物があるもので、あえて無菌
室的な環境を作るよりも、普通の暮らしを優先し
危ないものには個別に対応するようにしている。

0

71 危険対応のマニュアルは全スタッフが学習し実地
に応用できるように常に注意喚起している。利用
者について個別に危険状態（転倒、誤嚥、エス
ケープ等）を想定し対応できるようにしている。
冬季のインフルエンザには利用者、職員ともに予
防注射を施行し、集団罹患を予防するようにして
いる。

1

危険対応マニュアルは慣れるにしたがって惰性に
流れがちだが、常に臨戦態勢の気持ちで取り組ん
でいきたい。

１
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
の
支
援

Ⅳ
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
の
日
々
の
支
援

○身体拘束をしないケアの実践
　運営者及び全ての職員が「介護保険法指定基準における禁止の対象
となる具体的な行為」を正しく理解しており、身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

○家族や馴染みの人の訪問支援
　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人たちが、いつでも気軽に訪
問でき、居心地よく過ごせるように工夫している

○注意の必要な物品の保管・管理
　注意の必要な物品を―律になくすのではなく、一人ひとりの状態に
応じて、危険を防ぐ取り組みをしている

(4)　安心と安全を支える支援(自己№67～74・外部№29～30)

○事故防止のための取り組み
　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を防ぐための知識を学び、一
人ひとりの状態に応じた事故防止に取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践【外部評価】
　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄関に鍵をかけることの弊害
を理解しており、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○利用者の安全確認
　職員は本人のプライバシーに配慮しながら、昼夜通して利用者の所
在や様子を把握し、安全に配慮している
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別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

72 利用者の健康に関して日々のバイタルチェックを
もとに正常異常を判断し、急変時は直ちに応急手
当や救急連絡できるように常時注意を喚起してい
る。骨折や誤嚥等の重大事故につながる恐れのあ
るケースについては初期対応か救急依頼かの判断
を含めて職員間の意思疎通の徹底を図っている。

1

定期的に応急手当や初期対応の訓練やシュミレー
ションを行っていきたい。

73
外
部
評
価
30

災害時には生命を最優先し、個別に職員主導で安
全に避難する方法を全員で共有するようにしてい
る。地域の人々の協力を得られるようにさらに働
きかける必要がある。 1

近隣住民に対してより一層緊密な協力を依頼する
体制作りを行っていきたい。

74 介護計画説明の際に、想定される緊急事態につい
て危険を防止しながらその中で自然な暮らしが出
来るよう対応方針を説明している。将来のレベル
低下についても忌憚なく話し、出来る範囲の対応
策を協議し家族に対して協力や了解を求めてい
る。

1

終末期の対応を含めて、家族も安心して預けら
れ、かつホームも責任範囲を明確にできるような
具体的な対応策をする必要があると考える。

自己評価７項目・外部評価１項目 3

75 看護師の管理者の全面的な健康管理のもと、担当
職員が毎朝のバイタルチェックを行い平常時の体
調を把握し異常時は直ちに対応するようにしてい
る。急変の際は管理者へ報告し必要に応じてかか
りつけ医師に報告、指示を仰ぐ体制を取ってい
る。バイタル記録表と申し送り事項は全職員が把
握し利用者の状態観察に役立てている。

1

グループホーム内での看護支援には自ずと限界が
あるが、可能な範囲で対応が出来るように今後と
も取り組んでいきたい。

76 個々の症状に応じた薬の目的と作用を全員が理解
し、規定どおり服用したかのチェックは「服薬確
認表」に担当者が捺印することで誤薬等の事故を
防いでいる。薬の中止や変更があった場合もミー
ティングや申し送りの中で職員間で遺漏のないよ
うに努めている。

0

77 栄養士の指導により毎食の献立には繊維質に富む
物、消化の良い物を積極的に取り入れ、汁物や飲
み物、果物にて水分補給を行い便秘の予防に役立
てている。活動の停滞しがちな利用者には歩行や
軽い運動をするように働きかけている。毎日の通
じの有る無しはバイタル表に記録して出来るだけ
自力で自然に排便するよう促している。

0

Ⅳ
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
の
日
々
の
支
援

(5)　その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援
       (自己№75～81・外部№31)

○服薬支援
　職員は、一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

○便秘の予防と対応
　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解し、予防と対応のための飲
食物の工夫や身体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

１
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
の
支
援

○体調変化の早期発見と対応
　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に努め、気付いた際には速や
かに情報を共有し、対応に結び付けている

○災害対策【外部評価】
　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難できる
方法を身につけ、日ごろより地域の人々の協力を得られるよう働きか
けている

○リスク対応に関する家族等との話し合い
　一人ひとりに起こり得るリスクについて家族等に説明し、抑圧感の
ない暮らしを大切にした対応策を話し合っている

○急変や事故発生時の備え
　利用者の急変や事故発生時に備え、全ての職員が応急手当や初期対
応の訓練を定期的に行っている
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別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

78 アセスメントをもとに口腔ケアに取組み、食後は
歯磨きを励行するとともに義歯の清掃をするよう
声かけしている。理解力の低下した利用者には適
宜口腔ケアを介助している。 1

全職員が口腔衛生について利用者支援の一環であ
ると意思統一して行動していきたい。

79
外
部
評
価
31

１日２４品目摂取を目標に栄養士メニューにより
肉魚をバランスよく、野菜類を豊富に、品数を多
く、季節の物を取り入れながら、味付けが平凡に
ならないように色々な食事を供するようにしてい
る。嚥下能力に応じて普通食、かゆ食、キザミ等
にて対応しながら、「食べる楽しみ」「出来立て
の美味しさ」を味わえるよう心がけている。

0

80 感染症を始め集団生活にともなう疾病に関する情
報は全員が閲覧するようにし、冬季のインフルエ
ンザに対しては利用者と職員全員の予防接種の他
に手洗い、うがいの励行を徹底している。皮膚疾
患の利用者については医師の指示の下、居室隔離
と毎日入浴施行を実施した。

1

行政から提供される情報の他に積極的にインター
ネット等で情報収集に努めたい。

81 調理の衛生管理は掲示や申し送りにて喚起しまな
板とふきん、包丁の消毒、新鮮安全な食材の調
達、買い置き物の適正な管理を徹底している。調
理に携わる職員については腸内大腸菌の検査（検
便）を施行している（これまで全て陰性）。

0

自己評価８項目・外部評価２項目 4

自己評価５項目・外部評価２項目 2

82 日本建築のよさを活かし、利用者が安心して生活
がおくれるよう落ち着いたたたずまいと季節の草
花、昔ながらの建物の雰囲気を提供している。家
族には気軽に訪問してもらえるように玄関先に椅
子をもうけ、庭の植栽を見ながら談話できるよう
にしている。近隣の人にも古くからの建物という
ことで親しんでもらっている。

0

83
外
部
評
価
32

施設内はバリアフリー設計のもと適度の光と音が
保たれ、「どこかにいつも誰かが居る」雰囲気を
維持するようにしている。季節の花や手作りの壁
掛け、料理の音や匂い、唱歌のＣＤ、テレビの料
理番組など「普通の家の暮らし」が日常生活の
端々に感じられるように工夫している。

1

住居の物理的制限の中で、換気や照明、手すり等
今一度生活環境のチェックにとりくんでいきた
い。

Ⅳ
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
の
日
々
の
支
援

２
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
支
え
る

　
　
生
活
環
境
づ
く
り

２　その人らしい暮らしを支える生活環境づくり　(1)～(2)
  　　(自己№82～89・外部№32～33)

○口腔内の清潔保持
　ロの中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔状
態や力に応じた支援をしている

○食材の管理
　食中毒の予防のために、生活の場としての台所、調理用具等の衛生
管理を行い、新鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

○栄養摂取や水分確保の支援【外部評価】
　食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよう、
一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

○感染症予防
　感染症に対する予防や対応の取り決めがあり、実行している（イン
フルエンザ、疥癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

１
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
の
支
援

○ 安心して出入りできる玄関まわりの工夫
　利用者や家族、近隣の人等にとって親しみやすく、安心して出入り
ができるように、玄関や建物周囲の工夫をしている

○居心地のよい共用空間づくり【外部評価】
　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
は、利用者にとって不快な音や光がないように配慮し、生活感や季節
感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしている

(1)　居心地のよい環境づくり(自己№82～86・外部№32～33)
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別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

84 リビングで思い思いにくつろぎながら、食堂の
テーブルでお茶を飲んだり、庭先で日向ぼっこし
たり、居室で職員とアルバムを見ておしゃべりし
たりとそれぞれ好きなように時間を過ごしてい
る。日中は昼寝以外で居室にこもることは稀で何
かしら人の雰囲気のするところでくつろいでる。

0

85
外
部
評
価
33

入居の際に思い出の品、使い慣れた家具等を持ち
込むように家族に依頼することもあってテレビ、
たんす、椅子、壁掛けの他に仏壇や人形、アルバ
ム、経拓本など様々な品物で居室をより居心地の
良い環境へと作り上げている。また壁にはバスハ
イクや誕生会、面会時の写真を飾っていつでも記
憶を思い起こすことが出来るようにしている。

1

壁掛け写真やアルバムをもっと活用して思い出に
あふれる居室作りを検討していきたい。

86 施設にありがちな便臭をなくすため汚物の処理を
衛生的に行い、居室や廊下の換気をこまめにする
ことで普通の家庭の匂い（料理の匂い、入浴剤の
匂い等）が自然に流れるようにしている。皆が集
うリビングは時間を決めて窓を全開にして空気の
入れ替えをしている。

0

自己評価３項目 2

87 物理的な狭さの制限の中で、廊下や食堂の移動、
風呂場やトイレの立ち座りを自力で安全に行える
ように手すりバーを高さ、角度、位置を考慮して
設置している。居室からトイレまでは２～４メー
トル、リビングからだと４～６メートルと、無理
なく自力で移動できる距離に設置されており、生
活の中で自然に歩行訓練が行えるようにしてい
る

0

88 認知症を自覚していればいるほど混乱や失敗は付
き物で、それをあえて欠点と捉えるのでなく、む
しろ残された有効な機能に焦点をあて、自己のプ
ライドを保ちながら適度の支援を得ながら自立し
て生活が送れるように配慮している。

1

日常の言葉かけについ慣れが生じて利用者のプラ
イドを傷つける行為があってないかもう一度自己
点検する必要があると考える。

89 玄関周りの庭には、季節の草花、壁に這うツタ、
常緑の松などを植え、眼を楽しませるとともに時
に応じて草取りや落葉拾いなど軽作業の場にも
なっている。天気の良い日は椅子を並べて日光浴
するなど、風と太陽に自然に親しめるよう工夫し
ている。

1

家族が庭先で利用者とおしゃべりに興じることの
出来るような雰囲気作りにもっと取り組んでいき
たい。

○建物の外周りや空間の活用
　建物の外周りやベランダを利用者が楽しんだり、活動できるように
活かしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの身体機能を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している

○わかる力を活かした環境づくり
　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱や失敗を防ぎ、自立して暮
らせるように工夫している

２
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
支
え
る
生
活
環
境
づ
く
り

Ⅳ
　
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る
た
め
の
日
々
の
支
援

(2)　本人の力の発揮と安全を支える環境づくり(自己№87～89)

○換気・空調の配慮
気になるにおいや空気のよどみがないよう換気に努め、温度調節

は、外気温と大きな差がないよう配慮し、利用者の状況に応じてこま
めに行っている

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
　共用空間の中には、独りになれたり、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮【外部評価】
　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使い慣
れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている
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別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

取　り　組　み　の　成　果
（該当番号を該当番号欄に入力すること）

該当
番号

90 ①ほぼ全ての利用者の
②利用者の２／３くらいの
③利用者の１／３くらいの
④ほとんど掴んでいない

1

91 ①毎日ある
②数日に１回程度ある
③たまにある
④ほとんどない

1

92 ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２／３くらいが
③利用者の１／３くらいが
④ほとんどいない

1

93 ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２／３くらいが
③利用者の１／３くらいが
④ほとんどいない

1

94 ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２／３くらいが
③利用者の１／３くらいが
④ほとんどいない

2

95 ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２／３くらいが
③利用者の１／３くらいが
④ほとんどいない

1

96 ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２／３くらいが
③利用者の１／３くらいが
④ほとんどいない

1

97 ①ほぼ全ての家族と
②家族の２／３くらいと
③家族の１／３くらいと
④ほとんどできていない

1

98 ①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどない

3

○利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

Ⅴ　サービスの成果に関する項目

○利用者は、職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられ
ている

○職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる

○利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面がある

○利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている

○利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安
心して暮らせている

○利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている

○職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることを
よく聴いており、信頼関係ができている

○通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねてき
ている

Ⅴ
　
サ
ー

ビ
ス
の
成
果
に
関
す
る
項
目

16
社会福祉法人福岡市社会福祉協議会
介護サービス評価センターふくおか



別紙２

大区分 中区分
番
号

取り組みの事実
(実施している内容・実施していない内容)

取り組
んでい
きたい
項目

取り組んでいきたい内容
(既に取り組んでいることも含む)

項目

99 ①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くいない

2

100 ①ほぼ全ての職員が
②職員の２／３くらいが
③職員の１／３くらいが
④ほとんどいない

1

101 ①ほぼ全ての利用者が
②利用者の２／３くらいが
③利用者の１／３くらいが
④ほとんどいない

1

102 ①ほぼ全ての家族と
②家族等の２／３くらいと
③家族等の１／３くらいと
④ほとんどできていない

1

取　り　組　み　の　成　果
（該当番号を該当番号欄に入力すること）

該当
番号

　※　Ⅴサービスの成果に関する項目の該当番号は、選択肢の該当番号を示します。

　※　番号の上位は自己評価の項目番号を指します。外部評価項目は、番号欄に網掛けをして外部評価と表示し、外部評価の項目番号を下に表記しています｡

　※　項目の横の重点は、外部評価の調査結果で重点項目として概要表に記載される項目です。

　　　また追加は、福岡県が国の参考例に自己評価から外部評価に加えたり、新たに自己評価も含めて独自に追加した項目などです。

○職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足してい
ると思う

○運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりが
拡がったり深まり、事業所の理解者や応援者が増えている

○職員は、活き活きと働けている

○職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う

Ⅴ　サービスの成果に関する項目

Ⅴ
　
サ
ー

ビ
ス
の
成
果
に
関
す
る
項
目
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